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• コネクタソンのIGリスト

• VULCANなどの事実上のプ
ロジェクタソンをやっている.
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• Vulcan/Gravitate 
Health - ePI/IPS and 
SPL-FHIRのIGに岡

田先生が参加され、そ
の後デモのスナップ
ショットがRobert 
Stegwee（NL）から送
られてきた。

• 日本語の薬剤情報が
表示されている。

• 処方情報、退院時サ
マリーについて、日本
のWGの参加を強く勧
められた。。
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• 檀原君から日本
の組織、JP Core、
厚労省4文書が対

象であることの説
明。
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早速、次の日の朝の全体セッションで、
日本からのJP Coreの報告が取り上げられた

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FHL7, MSCJ,, Kawasaki Healthcare University



祝・優勝！ それから３時間

• FHIR Product 
director update & 
IPS Localization 
(30 mins)

• IPSの各国での使

われ方について、
Grahameからの

報告。日本の
validatorの日本

語化の作業につ
いての謝意も示さ
れた。

• お話変わって、、.
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この検査報告書を
電子カルテ（オーダー系）に送る

• 1970年代からの課題

• よく見ると、赤血球、「万」
は紙に印刷されている

• 最初に日本で言われたの
は、「プリンターのセントロ
規格を受けておくれ」

• 返す言葉は「いつ来る
の？」
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先人の知恵

• シリアルはいいとして、せめてRS-232Cで、CSVで

• 「今度入れるオーダは、漢字で患者名、カナで読みを持ちます。患
者取り違え防止上当然だよね。」

• 「０分値、30分値、60分値と返ってくるのをどう扱う？」

• こういう問題点を1980年ごろに察知した先人(Ed Hammond, Clem 
McDonald, Jack Harrington)は、HL7 v2, ASTM E1238で、

– ここは報告情報（施設コード、日付、通し番号、、）、ここは患者情
報（性、名、誕生日、性別、、）、ここは結果本体、、.

– シリアルに見えながら、実は１，２段の構造がある（繰り返しがで
きる）.
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Michio Kimura, Hamamatsu University Hospital

HL7 V2メッセージ例
（検体検査結果報告）

MSH|^~¥&||Hama-LIS||Hama-HIS|19980217||ORU^R01
|mn256|T|2.3||||||ISO IR14~ISO IR87|JP|ISO2022-1994

PID||MIA05|PID001||浜松^太郎^^^^L^I~はままつ^たろう
    ^^^^L^P||19571118|M
OBR||0217001|123^Hama-LAB|^生化学肝セット^L||

19980217|19980217|||||||19970217|023
OBX||NM|3B035000002327201^GOT^JC9||50|U|6-38|H||N|F
OBX||NM|3B045000002327201^GPT^JC9||15|U|3-35|N||N|F



FHIRの例

• 患者名部分
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• JSONのインデント
表記

– 名前は英語な
ら一つでよいが、
日本では漢字
表記と読みを
電子カルテは
持っている
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FHIRへの要請、懸念

• ｜を数えるプログラムは医療独自

– 日本では各社が対応した

– 海外ではそうではなかった

• JSONのプログラマならいくらでも見つかる

• 80%ルール

– 取り決めは8割でよい

– となると、A地区の地域連携のプログラムをB地区に持っ
てきていきなり使えることはまずない

– 大量画像（CT, MRIなど）はこれでは心もとない

• DICOM規格をIHEやnetPDIで.
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HL７FHIRの推進には何が必要なのか
（法制度、標準化、他）

• イギリス、北欧、イスラエルなど、医療が国営でない日本で
は、法制度は無理

– 診療報酬がベスト、次に補助金（ワンタイムなので作りっ
ぱなし、埃かぶりやすい）

• 厚生労働省標準指定

– すでに紹介状、退院時サマリーのHL7 CDA形式（XML形
式）に次いで、FHIR形式が指定されている
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海外での普及状況は？

• ヨーロッパ、カナダ、オーストラリアでは、公的プロジェクトで
開発進んでいる

• アメリカでは、プロジェクトごと、および保険会社中心の開発

• アジアではこれから

• 海外ではHL7 v2は日本ほど広がっていない

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FHL7, MSCJ,, Kawasaki Healthcare University



愚かな質問：
FHIRとv2, SS-MIXとどちらを使うべきか？

• 用途が違う

– V2,v3: 検査結果、処方などの通信電文

– CDA: 報告書、サマリーなど文書の項目と構造

– FHIR: これらの情報はカバーしているが、どう蓄積するか
の方法は対象外

• その証拠：それぞれの病院では、上記の情報を、ORACLEで
持っているか、SQLserverで持っているか、これを標準化（統一
化）する話は聞いたことがない

– DBエンジンは要求速度、容量、予算に応じて決めるもの

– SS-MIX: これらの情報を、どう（安く）蓄積するかの方法.
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国境を越えたData Sharingを想定しているか？

• 国内、オフショアの別は意識されていない

• https:で相手に見させる方式は緩すぎる

Michio Kimura, MD, PhD, FACMI, FHL7, MSCJ,, Kawasaki Healthcare University
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Phoenix Arizona
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